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４
月
か
ら
さ
い
た
ま
市
、
上
尾
市
、
伊

奈
町
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
鴻
巣
市
を
運

用
範
囲
と
し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
救
急
専
門
医
と

看
護
師
を
乗
せ
、
救
急
現
場
や
救
急
車
と

の
合
流
地
点
へ
向
か
う
専
用
の
車
で
、
さ

い
た
ま
赤
十
字
病
院（
さ
い
た
ま
市
）が
365

日
24
時
間
体
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ド

ク
タ
ー
カ
ー
が
運
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
救
え
な
か
っ
た
重
症
患
者
に
、
病

院
到
着
前
か
ら
医
療
行
為
が
で
き
、
救
命

率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。出
動
要
請
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
119
番
通
報
を
受
け
た
消
防

機
関
が
基
準
に
基
づ
き
判
断
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
市
議
会
は
2
月
25
日
～
３

月
22
日
の
27
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度
当
初

予
算
案
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
市
長

提
出
の
55
議
案
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ

た
当
初
予
算
に
は
、
市
内
の
公
立
保
育
所

に
午
睡
用
ベ
ッ
ド
を
設
置
す
る
た
め
の
費

用
や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民

票
な
ど
が
取
得
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
た
め
の
費
用
、
市
内
全
域
の
道
路
照
明

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
必
要
な
費
用
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
公
平
委
員
会
委
員
に
関
根
章
正
氏
を
再

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
　

　
農
業
委
員
会
委
員
に
北
川
純
一
氏
、
今

川
修
一
氏
、藤
波
貢
氏
、大
木
晴
夫
氏
、奥

隅
公く

に

お
仁
男
氏
、
田
中
虎と
ら
ひ
さ久

氏
、
渡
邉
悠
次

氏
、
小
川
英
俊
氏
、
新
木
英
男
氏
、
内
田

栄
作
氏
お
よ
び
嶋
田
弘
氏
の
11
人
を
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た（
12
ペ
ー

ジ
参
照
）。

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
　

　
教
育
委
員
会
教
育
長
に
池
野
和
己
氏
を

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た（
12

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
７
月
１
日
㈮
に
市
内
53
園
目
と
な
る
保

育
施
設（
小
規
模
保
育
事
業
所
）が
開
園
し

ま
す
。　

宮
本
町
10−１
モ
リ
ビ
ル
１
階　

２
カ
月
～
２
歳
児　

19
人　

６
月

10
日
㈮
ま
で
に
直
接
、
保
育
課
へ　
※
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
所
基
準
を
基

に
、
入
所
希
望
者
の
家
庭
状
況
や
保
育
を

必
要
と
す
る
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
て

利
用
調
整（
選
考
）し
ま
す
。
詳
し
く
は
保

育
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
受
給
者
が
住
所
や
年
金
の
受
け
取

り
先
を
変
更
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要

で（
下
表
参
照
）、
届
け
出
先
は
原
則
と
し

て
大
宮
年
金
事
務
所
で
す
。
た
だ
し
共
済

年
金
に
つ
い
て
は
共
済
組
合
に
届
け
出
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
届
け
出
書

(

障
害
年
金
の
診
断
書
・
は
が
き
以
外)

は

大
宮
年
金
事
務
所
ま
た
は
保
険
年
金
課
に

あ
り
ま
す
。

■
現
況
届
・
住
所
変
更
届

　

現
況
確
認
や
住
所
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム(

住
基
ネ
ッ
ト)

に
よ
っ
て
確
認
で
き

る
た
め
、
届
け
出
は
原
則
不
要
で
す
。
た

だ
し
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
提
出
が
必
要
で
す
。
①
日
本
年

金
機
構
で
住
民
票
コ
ー
ド
の
確
認
が
で
き

て
い
な
い
②
日
本
年
金
機
構
が
管
理
し
て

い
る
年
金
受
給
者
の
基
本
情
報(

住
所
、氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別)

が
住
基
ネ
ッ
ト
と

相
違
し
て
い
る
③
住
基
ネ
ッ
ト
に
参
加
し

て
い
な
い
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
④
外

国
に
住
ん
で
い
る　
※
詳
し
く
は
大
宮
年

金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
額
が
左

上
尾
な
の
は
な
保
育
園
が
開
園

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行

保
育
課
　

7
7
5−

5
1
2
1

　

7
7
4−

5
3
4
2

保
険
年
金
課
　

7
7
5−

5
1
3
7

　

7
7
5−

9
8
2
7

大
宮
年
金
事
務
所
　

6
5
2−

3
3
9
9

警
防
課
　

7
7
5−

1
3
1
2

　

7
7
5−

2
2
3
0

総
務
課
　

7
7
5−

4
9
6
3

　

7
7
5−

9
8
1
9

３
月
定
例
市
議
会　

平
成
28
年
度

当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決
・
同
意

年
金
受
給
者
の
届
け
出

※1	 �受けていた年金の種類などによって手続きが異なります。詳しくは大宮年金事務所に問い合わせてください。
※2	 �障害基礎年金は保険年金課、障害厚生年金は大宮年金事務所、障害共済年金は共済組合に診断書を提出します。
※3	 �20歳前の病気で障害年金を受けている人に限り、7月上旬に届きます。提出先は保険年金課です。

届け出事由 手続き内容 提出期限

誕生月を迎えた 年金受給権者現況届 誕生月内

住所を変えた 年金受給権者住所変更届 14日以内

年金の受け取り先を変えたい 年金受給権者受取機関変更届 随時

氏名を変更した 年金受給権者氏名変更届
14日以内

年金を受けている人が死亡した 未支給年金、遺族年金の請求　　※1

障害年金の診断書・はがきが届いた
障害年金受給者障害状態確認届　 ※2 誕生月内
障害年金受給者所得状況届　　　※3 ７月31日

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
改
定

子
ど
も
支
援
課
　

7
7
5−

6
8
1
9

（
児
童
扶
養
手
当
）　

7
7
4−

5
3
4
2

障
害
福
祉
課
　

7
7
5−

5
1
2
3

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
他
）　

7
7
6−

8
8
7
2
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表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
調
査
時
期
】６
月
１
日
㈬（
調
査
票
の
配

布
は
５
月
か
ら
）　

事
業
内
容
、従
業
者

数
、開
設
時
期
、経
営
組
織
、経
理
事
項
な

ど　

商
店
、
工
場
、
営
業
所
、
事
務
所
、

学
校
、旅
館
、学
習
塾
、病
院
、寺
院
な
ど

全
て
の
事
業
所　
※
事
業
活
動
を
行
っ
て

い
れ
ば
、個
人（
農
林
漁
家
な
ど
一
部
を
除

く
）も
調
査
対
象
で
す
。　
【
調
査
方
法
】調

査
員
調
査
／
一
定
規
模
以
下
の
事
業
所
・
企

業
に
対
し
て
、県
が
任
命
し
た
調
査
員（
必

ず
調
査
員
証
を
携
行)

が
伺
い
直
接
、調
査

票
を
配
布
し
、記
入
済
み
の
調
査
票
を
後

日
回
収
す
る(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

も
可
）　
本
社
等
一
括
調
査
／
国
の
契
約
す

る
民
間
事
業
所
が
、
組
織
の
本
社
な
ど
に

傘
下
の
事
業
所
の
調
査
票
を
一
括
し
て
郵

送
し
、記
入
済
み
の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
収
す
る　
国
・
県
ま

た
は
市
に
よ
る
調
査
／
事
業
所
に
調
査
票

を
郵
送
し
、回
収
す
る　
【
調
査
結
果
の
利

用
】総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
調
査
結
果
を

取
り
ま
と
め
、刊
行
物
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
公
表
し
、地
方
消
費
税
の
配
分
、国

内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）な
ど
国
民
経
済
計
算
推

計
、経
済
対
策
な
ど
、国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
す
る　

2016. 5 No. 986

平成27年

の速報国 勢 調 査

総
務
課
　

7
7
5−

4
9
8
9

　

7
7
5−

9
8
1
9

埼
玉
県
統
計
課
　

8
3
0−

2
3
2
4

経済センサスキャラクター

〜  要 計 表による人 口  〜

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

経
済
セ
ン
サ
ス（
活
動
調
査
）に

ご
協
力
を

　国勢調査は、大正9年に初めて行われてから5年ご
とに実施され、今回で20回目となります。そこで要計
表（地域ごとに人口と世帯数を取りまとめた一覧表）
による市の概数人口をお知らせします。この人口は、
後日、国で発表する確定人口と一致しないことがあり
ます。確定値（個々の調査票を基に集計）は、総務省
統計局から10月以降公表予定で、都道府県別の結果
は集計が完了したものから順次公表されます。
　概数人口は22万5，186人、世帯数は9万1，270世帯で
した。今回の国勢調査を前回の平成22年の結果と比
較すると、人口で1，260人、世帯数で3，984世帯増加し
ています(右表参照)。人口の伸びに比べ、世帯数の伸
びが大きい要因の一つに単身世帯の増加が考えられ
ます。また住民登録人口（平成27年10月1日現在）と比
較すると、人口で2，923人、世帯数で5，810世帯少なく
なっています。これは、住民登録と国勢調査では人口

や世帯についての定義が異なるためです。
　国勢調査人口の増加率は0.6㌫、世帯の増加率は4.6
㌫です。1世帯当たりの人口は2.47人で、前回の2.56人
に続き減少傾向が続いていることも分かりました。

年 世帯 増加率（%） 人口（人） 増加率（%）
昭和40 12,438 64.6 54,776 40.9

45 29,904 140.4 110,792 102.3
50 39,619 32.5 146,358 32.1
55 48,611 22.7 166,243 13.6
60 52,808 8.6 178,587 7.4

平成  2 61,148 15.8 194,947 9.2
  7 68,551 12.1 206,090 5.7
12 74,947 9.3 212,947 3.3
17 81,947 9.3 220,232 3.4
22 87,286 6.5 223,926 1.7
27 91,270 4.6 225,186 0.6

総務課　 775−4989・ 775−9819

上尾市の国勢調査人口の推移

【児童扶養手当(月額)】

【特別児童扶養手当(月額)】

【障害児福祉手当(月額)】 【特別障害者手当(月額)】 【経過的福祉手当(月額)】

児童数

等級

改定前 改定前 改定前
14,480円 26,620円 14,480円

改定後 改定後 改定後
14,600円 26,830円 14,600円

1人

1級

2人

2級

3人

全部支給

改定前 改定後

42,330円

51,100円 51,500円

47,330円

34,030円 34,300円

1人につき3,000円を加算

一部支給
9,990円〜42,320円

（9,990円〜42,320円）+5,000円
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ガ
ソ
リ
ン
や
溶
剤
な
ど
に
含
ま
れ
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
が
、
強
い
紫
外
線
を
受

け
て
自
動
車
や
工
場
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま

れ
る
窒
素
酸
化
物
と
化
学
反
応
を
起
こ

し
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
い
う
物
質

を
作
り
出
し
ま
す
。
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
大
気
に
白
い

も・

・や
が
か
か
っ
た
よ
う
に
な
り
、
こ
の
現

象
を
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
い
い
ま
す
。

　
大
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度

が
0・1
2
p
p
m
以
上
に
な
り
、
気
象
条

件
か
ら
そ
の
状
態
が
続
く
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
県
が
発
令
し
た
注
意
報
な
ど
を

防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
注

意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
な
る
べ
く

外
出
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
目
が
ち
か
ち

か
し
た
り
、
の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
り
す

る
場
合
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し
て
屋
内

で
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
洗
眼
や
う
が

い
を
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
場
合
は
、
す

ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

次
の
①
②
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す

人
①
市
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
し
て
い
る

②
奨
励
金
申
請
時
に
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い　
※
店
舗
や
事
業
所
は
申
請
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。　
【
対
象
に
な
る
省
エ
ネ
対

策
】次
の
(1)
～
(3)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
択

可（
一
世
帯
・
同
一
年
度
内
）(1)
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
太
陽
熱
温
水
器
ま
た

は
水
式
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
家
庭
用
燃

料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯

器
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
(2)
電
気
自
動
車
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
電

動
バ
イ
ク
(3)
Hヘ

ム

ス

E
M
S（
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）　
【
交
付
要

件
】４
月
1
日
以
降
に
購
入
・
設
置
し
た
物

で
、平
成
29
年
3
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
請

手
続
き
が
完
了
す
る
物　

５
月
９
日
㈪

か
ら
省
エ
ネ
対
策
対
象
機
器
を
購
入
・
設

置
・
支
払
い
後
に
申
請
書（
環
境
政
策
課
、

市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
各
支
所
・
出
張

所
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
用
意
し
て
直
接
、環
境
政
策

課
へ　
※
先
着
順
で
受
け
付
け
し
、
申
し

込
み
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切

り
ま
す
。詳
し
く
は
、申
請
書
と
併
せ
て
配

布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
税
は
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。　

市
役
所
、
各
支
所
・
出

張
所
、
市
指
定
金
融
機
関
、
市
収
納
代
理

金
融
機
関
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど　
※
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
で
の
納
付
も

　
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
納
付
と
は
、
納
付
書
に

印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
で
読
み

取
り
、モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
す

る
こ
と
で
納
付
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
モ
バ
イ
ル
レ

ジ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

http://solution.cafis.jp/bc-pay/
pc/

、
携
帯
電
話
か
ら
は

https://bc
-pay.jp/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
地
域
で
相
談
・
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
住
民
の
身
近
な
相

談
役
と
し
て
各
地
域
で
福
祉
に
ま
つ
わ
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
委
員
の
中

に
は
、
児
童
福
祉
に
多
く
関
わ
る
主
任
児

童
委
員
も
い
ま
す
。

●
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す　
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
法
律
で｢

守
秘（
秘
密
を

守
る
）義
務｣

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
相
談

内
容
な
ど
の
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
相
談
が
必
要
な
場
合
に
は
地
区
内

の
同
委
員
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
福
祉
総

務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
５
月
12
日
は｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日｣　
地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
へ
の
理
解
を
進
め
る
た
め
、
５

月
12
～
18
日
の｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日　
活
動
強
化
週
間｣

で
は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
公
民
館
ま
つ
り
や
サ
ロ
ン
な

ど
に
参
加
し
、
活
動
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

【税の納期限】
市・県
民税

第1期

第2期

第3期

第4期

固定資産税・
都市計画税

第1期

第2期

第3期

第4期

軽自動
車税
全期

国民健康
保険税

第1期
第2期
第3期
第4期
第5期
第6期
第7期
第8期

振替日
（納期限日）

 5  /31㈫
 6  /30㈭
 8  /  1㈪
 8  /31㈬
 9  /30㈮
10 /31㈪
11/30㈬
12/28㈬

平成29年1/31㈫
 2 /28㈫

（民生委員・児童委員
のマーク）
幸せのめばえを示す
四つ葉のクローバーを
バックに、民生委員の

「み」の文字と児童委
員を示す双葉を組み
合わせ、平和のシンボ
ルの鳩をかたどって、
愛情と奉仕を表わし
ています

生
活
環
境
課　

7
7
5−

6
9
4
0

　

7
7
5−

9
8
7
2

福
祉
総
務
課　

7
7
5−

5
1
1
8

　

7
7
5−

9
8
4
6

地
域
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員

納
税
課　

7
7
5−

5
1
3
5

　

7
7
5−

9
8
4
6

納
税
は
期
限
内
に

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
を

環
境
政
策
課　

7
7
5−

6
9
2
5

　

7
7
5−

9
8
7
2

省
エ
ネ
対
策
推
進
奨
励
金
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

　
　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。　
　桜の季節も過ぎ、新年度の慌ただしさもようやく
落ち着き始めたころかと思いますが、いかがお過ご
しでしょうか。
　市役所でも年度替わりに当たって、多くの職員が
60歳の定年を迎えました。「定年退職」というと年を
取ったイメージもありますが、現在の60歳は本当に
若く元気で、まだまだ活躍できます。定年という区
切りは決して年齢的に仕事ができなくなるわけでは
なく、若い人にバトンを渡し、若い人を育てるための
ものです。若い人は、このバトンを受け取り、仕事を
通じて成長していくことこそが、先輩方の恩に報い
ることではないかと感じています。
　また、新人に限らず、新年度はそれぞれ新たな気
持ちで、仕事や学校生活に臨んでいることと思いま
すが、人生はいろいろなことが起こるものであり、楽

しいことも辛いこともあります。しかし、やがてその
一つ一つが自分の身になり、自分自身を助けてくれ
るものとなります。重ねた経験は決して無駄になるこ
とはありません。それぞれの場所で大いに活躍して
ください。
　イギリスの自然科学者ダーウィンは「生き残るの
は、最も強い種ではなく、最も賢い種でもない。それ
は、変化に最も対応できるものだ」と説いています。
地球上で最も繁栄している私たち人間は、さしずめ
最も変化に対応してきた種だといえます。私たちは、
実生活では変化よりも安定を求めることが多く、そ
れ自体は自然であり、良いも悪いもありません。しか
し、市役所の仕事ではそうはいきません。私は、これ
からの自治体も生物と同じように「変化」に対応でき
なければ、生き残ることはできないと感じています。
私は常々、市職員、特に管理職は一人の経営者だと
話していますが、これからも職員一人一人が経営的
視点を持ち、地域の課題に柔軟に対応し、市民満足
度を高めることで、上尾に住んでよかったと思える
まちづくりを推進していきます。
　皆さんも、どうか「変化」を恐れず、むしろ楽しむく
らいの気持ちを持って、過ごしてみてはいかがでしょ
うか。きっと新しい自分に出会えるはずです。

変化を恐れずに

平成31年度（予定）
新図書館が誕生

総合的な生涯学習施設として

●建て替えは長年の課題
　現図書館本館は昭和56年の開館以来、市民に親しまれてきま
した。しかし、施設が老朽化し書架・閲覧席・学習席の不足など
から、建て替えが課題とされてきました。
●本の冊数や座席数を増加
　新図書館は、本の冊数や座席数を増やし、より迅速な
貸し出しサービスができる自動式書庫や、自然豊かな
立地を生かし、自然環境に溶け込む読書席として外部
テラスの設置を検討しています。
●総合的な生涯学習施設
　新図書館は「市民が集い活動できる拠点」として、青
少年センターなどとの複合施設とし、ギャラリー、シア
タールーム、郷土資料コーナー、研修室、学習室などを
設け、市民が生涯を通して学び、交流し、青少年の育成
活動を行う総合的な生涯学習施設を目指します。
〈建設予定地〉大字西門前字南前580番1　他

北上尾駅

芝川小学校
★

上平支所

大
宮
↓

↑
桶
川

上平公園

国
道
17号旧
中
山
道

JR高
崎
線

上平中学校

新図書館複合施設
建設予定地

館内イメージ図

上尾市図書館　 773−8521・ 776−7330
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教
育
委
員
会
教
育
長
の
岡
野
栄
二
氏
が

３
月
31
日
を
も
っ
て
教
育
委
員
会
委
員
を

辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
池
野
和
己
氏
を

４
月
１
日
付
で
教
育
長
に
任
命
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。　

　
池
野
和
己
氏
／
61
歳
。埼
玉
大
学
卒
業
。

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
長
、大
谷
中・

上
平
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。

　
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
、環
境
の
保
全
と
創
造
に
つ
い

て
考
え
、行
動
す
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。　

６
月
4
日
㈯
13
時
～
15
時
30
分（
ホ
ワ
イ

エ
展
示
／
10
～
16
時
）　

上
尾
市
文
化
セ

ン
タ
ー　

①
第
15
回
あ
げ
お
環
境
賞
授

賞
式
②
環
境
美
化
啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

と
応
募
作
品
の
展
示
③
市
内
の
環
境
活
動

な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
④
井
出
留
美
さ
ん（
株

式
会
社
o
f
f
i
c
e
3
・
11
代
表
取
締

役
、消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）に
よ
る
講

演「
食
品
ロ
ス
と
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と｣　

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
な
ど
の
額
に
つ

い
て
審
議
す
る
た
め
、「
上
尾
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
」を
設
置
し
、市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
市
民
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、
市
内
の

団
体
な
ど
の
代
表
者
や
公
募
市
民
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
。　
【
任
期
】８
月
か
ら
1
年

間（
予
定
）　

平
日
の
昼
間
に
年
3
回
程

度
会
議
を
開
催
予
定　

市
内
に
在
住
の

20
歳
以
上
で
、
継
続
し
て
会
議
に
出
席
で

き
る
人（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
や
長
、常
勤
の
職
員
を
除
く
）　

１
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）　

応
募

用
紙（
職
員
課
に
あ
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
小
論
文(

800
字
以
内
・
題
目「
今

後
の
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
在
り
方
に
つ

い
て
」）を
添
え
て
、５
月
31
日
㈫
ま
で（
必

着
）に
直
接
か
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
職

員
課（
〒
362−８
５
０
１
本
町
３−

１−

１
・

s102000@
city.ageo.lg.jp)

へ

教
育
委
員
会
教
育
長
に

池
野
和
己
氏
を
任
命

「
上
尾
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」

の
市
民
委
員
を
募
集

教
育
総
務
課
　

7
7
5−

9
4
6
9

7
7
6−

2
2
5
0
　

職
員
課
　

7
7
5−
5
1
1
2

　

7
7
5−
9
8
1
9

　農業委員会委員の任期満了及び農業委員会等に関す
る法律の改正に伴い、新たな農業委員会委員が任命さ
れ、農地利用最適化推進委員が委嘱されました。各委
員の任期は3年で、農業の健全な発展のために活動をし
ます。また農業委員会臨時総会が開かれ、委員の互選
により会長、会長代理が次のとおり選出されました。
　会長／北川 純一、会長代理／今川 修一
　※各委員の担当地区は下・右表のとおりです。

農業委員会委員・農地利用最適化推進委員が決定
農業委員会事務局　 775−9694・ 775−9872

氏　名 担当地区
北川 　純一 上 平
今川 　修一 平 方
藤波 　　貢 大 石
大木 　晴夫 大 石
奥隅 公仁男 上 尾
田中 　虎久 大 谷
渡邉 　悠次 原 市 
小川 　英俊 平 方
新木 　英男 大 谷
内田 　栄作 上 平
嶋田 　　弘 市内全域

環
境
政
策
課
　

7
7
5−
6
9
2
5

　

7
7
5−

9
8
7
2

上
尾
市
環
境
推
進
大
会
２
０
１
６

【農業委員会委員】

【農業利用最適化推進委員】
氏　名 担当地区

荒井　則夫
緑丘、上町、宮本町、仲町、愛宕、栄町、
日の出、東町、本町、春日、柏座、谷津、
富士見、原新町、上尾宿、上尾村、二ツ
宮、上尾下

市川　好夫 平方
松本　弘道 上野、平方領々家、上野本郷、西貝塚

三角　　隆 原市、瓦葺、五番町、原市中一丁目、原
市中三丁目、原市北一丁目

山岸　　進 藤波、中分三丁目、中分四丁目、中分
五丁目

小髙　一郎 畔吉、領家

榎本　　功
中分一丁目、中分二丁目、中分六丁目、
小敷谷、泉台、井戸木、中妻、浅間台、
弁財、小泉

平野　修一 菅谷、須ケ谷、平塚
鈴木　孝重 久保、西門前、南、上、上平中央、錦町
水村　一夫 壱丁目、今泉、向山、川、西宮下
榎本　道雄 地頭方、大谷本郷、戸崎、中新井、堤崎
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

2016. 5 No. 986

　
　

　
　
　
　
　

　

　

　
プ
ロ
野
球
の
醍だ

い

醐ご

み味
で
あ
る
、ス
ピ
ー
ド

と
パ
ワ
ー
を
身
近
な
場
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。当
日
は
市
内
の
人
気
飲
食
店
に
よ
る

「
グ
ル
メ
フ
ェ
ア｣

も
開
催
し
ま
す
。　

６

月
18
日
㈯
13
時
試
合
開
始（
開
場
／
11
時

〈
予
定
〉）　
※
雨
天
中
止
で
す
。　

上
尾

市
民
球
場　
【
前
売
券
発
売
期
間
】５
月
16

日
㈪
～
６
月
17
日
㈮
９
～
17
時　
※
売
り
切

れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

【
前
売
券
発
売
場
所
】上

尾
市
民
球
場
、
㈲
横
田

運
動
具
店
、
ロ
ー
ソ
ン

北
上
尾
店
、
リ
カ
ー
館

ス
ダ
、
上
尾
市
観
光
協

会
、
上
尾
市
文
化
セ
ン

タ
ー
、イ
コ
ス
上
尾
、上

尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、自
然
学
習
館
、

瓦
葺
ふ
れ
あ
い
広
場
、

市
役
所
１
階
売
店　
※

未
就
学
児
は
無
料（
席

が
必
要
な
場
合
は
有

料
）で
す
。当
日
券
は
上

尾
市
民
球
場
で
９
時
か

ら
発
売
し
ま
す
。

上尾市観光協会　 775−5917・ 775−5024

　荒川沿いの雄大な草原から牧場へ、そし
て初夏のハナショウブを満喫できる自然散
策コースです。上尾丸山公園では｢あげお
花しょうぶ祭り｣が開催されます。6月11日
㈯にはイベントとして、市指定民俗文化財
の｢藤波の餅つき踊り｣や太鼓の生演奏、市
観光協会会員企業から提供されたすてき
な景品が当たるスタンプラリーを開催し
ます。　※イベント開催は11日だけです。　
各日９～11時に直接、JR上尾駅自由通路
へ　※受け付け後はコース上の自由散策と
なります。当日は歩きやすい服装で参加し
てください。

　上尾丸山公園の菖
しょうぶ
蒲田

(2,800㎡)には、約50種1万
株のハナショウブが咲き
誇り、市民の目を楽しませ
てくれます。
　期間中は毎日｢あげお駅
からハイキング｣も同時開催され、㈯㈰には市観光協会推奨土
産品の販売(売り切れ次第終了)も行います。　 6月4日㈯～19
日㈰　 上尾丸山公園　※自然学習館では｢第4回良いとこ探
しフォトコンテスト｣（14ページ参照）写真展を開催します。

ハイキング
コース

あげお花しょうぶ

花しょうぶ園観賞と荒川沿いの牧場へのウオーキング

ス
タ
ー
ト
上
尾
駅

馬
蹄
寺

橘
神
社

八
枝
神
社

小
塚
浅
間
塚

ア
ッ
ピ
ー
お
休
み
処

畔
吉
河
岸
跡

榎
本
牧
場

徳
星
寺

諏
訪
神
社

上
尾
丸
山
公
園（
花
し
ょ
う
ぶ
）

小
林
寺

十
連
寺

川
の
大
じ
め

ゴ
ー
ル
上
尾
駅

全行程約15km

6月4日㈯
〜19日㈰

毎日

プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ

公
式
戦
～
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

対
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
～

上
尾
市
地
域
振
興
公
社　

7
７
6−

3
3
1
1

7
７
6−

8
9
8
6

　

7
７
6−

3
3
2
2

発売券種 当日料金 前売料金

内野席
大　人 1,200円 1,000円
小・中学生 600円 　500円

外野席 共　通 500円 ―



14

　

市
内
の
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
作
家
が
自
身

の
作
品
を
展
示
販
売
し
ま
す
。
布
小
物
・

雑
貨
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
作
品
が
た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
ま

す
。　

５
月
14
日
㈯
10
～
16
時　

Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路　

　
５
月
２
日
㈪
に
、
平
成
28
年
度
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。
次
の
①
～
⑥
に
該
当
す
る

場
合
は
、
資
産
税
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
①
住
所
を
変
更
し
た
②
納
税
通
知
書

の
宛
て
名
が
死
亡
し
た
人
に
な
っ
て
い
る

③
海
外
へ
出
国
す
る
予
定
が
あ
る
④
未
登

記
の
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
た
、

ま
た
は
そ
れ
ら
の
予
定
が
あ
る
⑤
未
登
記

の
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た
⑥
土
地
の

利
用
状
況
を
変
更
し
た
、
ま
た
は
そ
の
予

定
が
あ
る

　
ま
た
次
の
⑴
⑵
に
該
当
す
る
住
宅
は
、

平
成
28
年
度
か
ら｢

新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置｣

の
適
用
が
な

く
な
り
、
本
来
の
税
額
に
な
り
ま
す
。
⑴

平
成
24
年
１
月
2
日
～
平
成
25
年
１
月
１

日
に
新
築
さ
れ
た
一
般
の
住
宅
⑵
平
成
22

年
１
月
2
日
～
平
成
23
年
１
月
１
日
に
新

築
さ
れ
た
３
階
建
以
上
の
耐
火
住
宅
な
ど　

※
納
付
の
方
法
・
納
期
限
に
つ
い
て
は
、

10
ペ
ー
ジ
の｢
納
税
は
期
限
内
に｣

を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
善
意
に
よ
る
寄
付
か
ら
な
る
社
会
福
祉

基
金
を
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
な
ど

の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
に
助
成
し

ま
す
。
今
年
度
か
ら
助
成
対
象
事
業
、
助

成
回
数
な
ど
が
大
幅
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。　

市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、

地
域
福
祉
活
動
を
主
に
行
う
、
法
人
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
団
体　
【
対
象
事
業
】①

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
②

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
行
う
事
業　
※
他

の
助
成
金
・
補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
、

備
品
購
入
な
ど
団
体
の
親
睦
を
目
的
と
し

た
事
業
な
ど
は
対
象
外
で
す
。　
【
助
成

例
】障
害
者
・
高
齢
者
・
児
童
な
ど
の
見

守
り
支
援
や
移
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

生
活
困
窮
世
帯
支
援
、
地
域
の
乳
幼
児
支

援
な
ど　
【
助
成
額
】１
団
体
10
万
円
を
限

度　
※
事
業
内
容
や
事
業
規
模
に
よ
り
助

成
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

所
定
の
用
紙（
福
祉
総
務
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類

を
添
え
て
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
直
接
、
福

祉
総
務
課
へ　
※
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。

市
民
の
手
作
り
雑
貨
市
あ
ぴ
っ
と
！

マ
ル
シ
ェ
情
報
・
賑
わ
い
発
信

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ぴ
っ
と
！

　

8
7
1−

7
6
6
0

情
報
・
賑
わ
い
発
信

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ぴ
っ
と
！

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
郵
送

市
民
の
手
作
り
雑
貨
市

あ
ぴ
っ
と
！
マ
ル
シ
ェ

資
産
税
課（
土
地
）　

7
7
5−

5
1
3
3

（
家
屋
）　

7
7
5−

5
1
3
4

　

7
7
5−

9
8
4
6

福
祉
総
務
課
　

7
7
5−

5
1
1
8

　

7
7
5−

9
8
4
6

社
会
福
祉
基
金
活
用
事
業
の
募
集

昨年の「あぴっと！マルシェ」

　2月12日に行われた審査会で、応募総数212作品の中から
各部門の会長賞、佳作が決定しました。入選者には記念品
などが贈られ、入選作品も含め優秀な作品は市観光協会発
行のガイドマップ、カレンダーなどに使用します。また6月4
日㈯～19日㈰の「あげお花しょうぶ祭り｣に合わせて、自然学
習館で写真展を開催します。
　また9月には「第5回あげお良いとこ探しフォトコンテス
ト」の募集を開始しますので、たくさんの応募をお待ちして
います。

上尾市観光協会　 775−5917・ 775−5024

『梅雨の晴れ間に』
AGOさん(上尾市)の作品

『魁』
ニチローさん(上尾市)の作品

上尾の四季・風景部門　 上尾のイベント・お祭り部門

上尾の元気・笑顔部門あげお良いとこ探し
フォトコンテストの入選作品が決定

『行くわよ』
コニタンさん（川口市）の作品会長賞
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

／
萩
原
聖
彦　
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
／

加
藤
哲
俊

▽
行
政
経
営
部
次
長
／
須
田
博
和　
▽
総

務
部
次
長
兼
契
約
検
査
課
長
／
石
井
孝
浩

▽
環
境
経
済
部
次
長
／
石
川
孝
之　
▽
同

部
主
席
副
参
事
兼
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー

次
長
／
北
川
茂　
▽
都
市
整
備
部
次
長
／

猿
田
善
勝　
▽
同
部
次
長
兼
み
ど
り
公
園

課
長
／
小
宮
成
司　
▽
上
下
水
道
部
次
長

／
田
中
貞
夫　
▽
消
防
本
部
次
長
／
細
田　

平　
▽
同
部
次
長
兼
消
防
総
務
課
長
／

矢
部
広
巳　
▽
西
消
防
署
長
／
山
本
協
之　

▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
調
査
課
長
／

塚
越
俊
久　
▽
教
育
総
務
部
次
長
／
関　

孝
夫　
▽
同
部
主
席
副
参
事（
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
施
設
担
当
）／
鈴
木
利
男　
▽
学
校

教
育
部
次
長
／
大
室
賢
司　
▽
環
境
経
済

部
副
参
事
兼
農
政
課
長
／
馬
橋
和
裕　
▽

都
市
整
備
部
副
参
事（
公
園
施
設
担
当
）／

原
口
修　
▽
学
校
教
育
部
副
参
事
兼
学
務

課
長
／
市
河
利
之　
▽
同
部
副
参
事
兼
指

導
課
長
兼
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
／
今
泉
達

也　
▽
同
部
副
参
事
兼
中
学
校
給
食
共
同

調
理
場
所
長
／
鈴
木
宏
明　
▽
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
副
参
事
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
次
長
／
小
川
伸
次

▽
市
長
政
策
室
秘
書
政
策
課
長
／
畑
健
二　

職員課　 775−5112・ 775−9819
市役所人事異動

▽
同
室
広
報
広
聴
課
長
／
鈴
木
弘
典　
▽

行
政
経
営
部
行
政
経
営
課
長
／
堀
口
愼

一　
▽
同
部
財
政
課
長
／
江
戸
将
志　
▽

同
部
資
産
税
課
長
／
坂
井
良
昭　
▽
同
部

施
設
課
主
席
主
幹
／
川
﨑
富
夫　
▽
総
務

部
職
員
課
長
／
井
上
雅
文　
▽
同
部
Ｉ
Ｔ

推
進
課
長
／
松
本
真
宏　
▽
同
部
危
機

管
理
防
災
課
長
／
須
田
均　
▽
子
ど
も
未

来
部
子
ど
も
支
援
課
長
／
長
島
徹　
▽
同

部
子
ど
も
支
援
課
主
席
主
幹
兼
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
／
正
木
由
紀
子　
▽
同

部
保
育
課
主
席
主
幹
／
町
田
文
子　
▽
同

部
発
達
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
／
清
水

千
絵　
▽
同
部
同
セ
ン
タ
ー
主
席
主
幹
兼

つ
く
し
学
園
長
／
本
橋
則
雄　
▽
同
部
青

少
年
課
長
兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
少

年
愛
護
セ
ン
タ
ー
所
長
／
西
嶋
秋
人　
▽

健
康
福
祉
部
福
祉
総
務
課
長
／
黒
田
正
司　

▽
同
部
生
活
支
援
課
長
／
堀
田
元　
▽
同

部
健
康
増
進
課
長
兼
東
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
平
日
夜
間
及
び
休
日
急
患
診
療
所
長

／
内
田
雅
幸　
▽
市
民
生
活
部
市
民
課
主

席
主
幹
兼
証
明
証
発
行
セ
ン
タ
ー
所
長
／

吉
澤
昌
代　
▽
同
部
尾
山
台
出
張
所
長
／

堀
口
め
ぐ
み　
▽
同
部
市
民
協
働
推
進
課

長
／
柳
下
貴
之　
▽
同
部
平
方
支
所
長
／

南
雲
康
次　
▽
同
部
原
市
支
所
長
／
加
藤

孝
志　
▽
同
部
上
平
支
所
長
／
池
田
将
寛　

▽
同
部
大
谷
支
所
長
／
加
藤
俊
市　
▽
同

部
交
通
防
犯
課
長
／
平
賀
健
治　
▽
同
部

人
権
男
女
共
同
参
画
課
長
兼
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
／
宇
田
川
幸
彦　

▽
環
境
経
済
部
環
境
政
策
課
長
／
黒
須

昭
彦　
▽
同
部
生
活
環
境
課
長
／
石
島
努　

▽
同
部
商
工
課
長
／
小
林
正
和　
▽
都
市

整
備
部
都
市
計
画
課
長
／
北
島
享　
▽
同

部
市
街
地
整
備
課
長
／
市
川
喜
雄　
▽
同

部
道
路
課
長
／
宮
口
達
也　
▽
同
部
河
川

課
長
／
比
留
間
金
吾　
▽
出
納
室
主
席
主

幹
／
野
本
千
重
子　
▽
上
下
水
道
部
業
務

課
長
／
竹
中
隆
一　
▽
同
部
水
道
施
設
課

主
席
主
幹
／
濱
野
茂　
▽
消
防
本
部
警

防
課
長
／
清
水
章　
▽
同
部
指
令
課
長
／

吉
澤
博
明　
▽
東
消
防
署
管
理
課
長
／
内

田
雅
彦　
▽
同
署
消
防
第
一
課
長
／
三
ツ

木
伸
行　
▽
同
署
原
市
分
署
長
／
大
澤
則

夫　
▽
西
消
防
署
消
防
第
一
課
長
／
横
山

重
一　
▽
教
育
総
務
部
教
育
総
務
課
長
／

荒
井
正
美　
▽
同
部
生
涯
学
習
課
長
／
小

宮
山
克
巳　
▽
同
部
図
書
館
次
長
／
島
田

栄
一　
▽
同
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
／
長

谷
川
浩
二　
▽
学
校
教
育
部
学
校
保
健
課

長
／
松
澤
義
章

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
異
動
総
数
は
702
人
で
す
。そ
の
う

ち
課
長
級（
所
属
長
・
主
席
主
幹
）以
上
の

異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
政
策
室
長
／
山
田
良
平　
▽
行
政

経
営
部
長
／
駒
﨑
久
志　
▽
総
務
部
長
／

吉
澤
彰
一　
▽
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
／
本
橋
宜
臣　
▽
会
計
管
理
者
／

野
田
正　
▽
消
防
長
／
田
島
孝
一　
▽
議

会
事
務
局
長
／
中
島
英
二
郎　
▽
教
育
総

務
部
長
／
保
坂
了　
▽
総
務
部
参
事
兼
総

務
部
次
長
／
粟
野
昭
夫　
▽
環
境
経
済
部

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
／
茂
木
和
夫

▽
東
消
防
署
参
事
兼
東
消
防
署
長
／
羽
成

洋
一　
▽
教
育
総
務
部
図
書
館
長
／
黒
木

美
代
子　
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長




